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歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
・
水
曜
日

※�

企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
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今
回
で
９
回
目
と
な
り
ま
し
た
、
端
午

の
節
句
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
五
月
人
形
や
段
飾
り
、
土
人
形
な
ど

展
示
し
、
新
聞
紙
な
ど
で
つ
く
る
端
午
の

節
句
に
ち
な
ん
だ
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
甲
か
っ
ち
ゅ
う

冑
や
陣
羽
織
を
着
て
写
真
撮

影
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期�

間
　
６
月
４
日
豸
ま
で

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

受�

付
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30

分　

午
後
2
時
か
ら
４
時

※�

甲
冑
は
、
大
人
用
１
領
、
子
ど
も
用
３

領
（
サ
イ
ズ
別
）、
ま
た
、
２
・
３
歳
児

の
お
子
さ
ん
用
か
ぶ
と
１
頭
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
陣
羽
織
は
、
乳
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
サ
イ
ズ
別
に
５
着
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
回
の
写

真
撮
影
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
１
着
の
み

の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
（
受
付
時
に
ご

利
用
人
数
を
伺
い
ま
す
）。

※�
保
護
者
同
伴
の
上
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

来
館
時
に
、
資
料
館
ス
タ
ッ
フ
に
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。
受
付
状
況
に
よ
っ

て
は
、
１
時
間
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

同獅子舞は、舞川地区の熊野神社に祭られた熊野権現に基づく伝承芸能。かつては旧暦２月に悪魔払
いや家内安全、五穀豊穣（ほうじょう）を祈って地区内の家々を巡行したり、祭事で舞を披露したり
していたが、会社勤めの増加や高齢化などにより、実際に活動する会員が１桁台まで減少。平成以降
は、地元幼稚園での公演が数少ない披露の場だった。

大口町堀尾跡の八剱社祭礼で毎年地域を練り歩く獅子屋形がこのほど新しく生まれ変わり、15日の秋の祭礼で

お披露目されました。屋形を修復したのは、神社の氏子でもある松岡德雄さん（53）＝奈良子。20年ほど前に、

地元の社本鋭郎さんから寄贈された獅子屋形は表面の色も落ち、新たに飾り物を加えて化粧直しすることに。　

屋形の屋根や柱などを飾る造形の数々は地元に伝わる裁断橋物語をモチーフに選び、主人公の堀尾金助とその母、

裁断橋、麒麟、獅子、上り竜、鳳凰など 50体以上。素材選びや原型のデザイン・制作に始まり型作りや成型、

塗装など「自分の勉強になる」と模索しながら取り組んだ初めての作業は、仕事の前後や休日のほとんどを使い、

完成までに約９カ月かかりました。「ここまで時間がかかるとは」と話すほど苦心したそうです。祭礼では、台

座に獅子頭を戴いた獅子屋形（高さ約 150㌢）を長持ちに乗せ、太鼓や笛の鳴り物を従えて各詰所を回りながら

地域を一周。次回は春の金助祭りでその雄姿を見ることができます。

　

大
口
町
堀
尾
跡
の
八
剱
社
祭
礼
で
毎
年
地
域
を

練
り
歩
く
獅
子
屋
形
が40

年
ぶ
り
に
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
、
４
月
２
日
の
金
助
桜
ま
つ
り
で
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

獅
子
屋
形
は40

年
前
に
初
代
町
長
で
も
あ
る

社
本
鋭
郎
さ
ん
が
寄
贈
し
、
地
域
の
家
内
安
全
や

諸
業
繁
栄
を
祈
願
し　

願
い　

伝
統
芸
能
の
伝
承

を獅
子
神
楽
を
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。

地域に伝わる伝統芸能を継承・保存するために

心を受け継ぐ

―

普
通
救
命
講
習
会―

　
　
　

１
月
17
日
貍　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　
　
　

大
口
出
張
所

　

丹
羽
消
防
署
本
署　
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大
口
出
張
所　
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日
時

場
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

八
剱
社

豊
田
獅
子
囃
子
を
後
世
に

八
剱
社

豊
田
獅
子
囃
子
を
後
世
に

地
域
の
伝
統
を
後
世
に

地
域
の
伝
統
を
後
世
に

　

大
口
町
豊
田
八
剱
社
祭
礼
で
毎
年
地
域

を
練
り
歩
く
獅
子
屋
形
が
40
周
年
記
念
事

業
で
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
４
月
２
日

豸
の
春
の
祭
礼 

金
助
桜
ま
つ
り
で
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
口
町
で
は
、
約
２
８
０
年
前
よ
り
各

地
区
で
獅
子
神
楽
を
神
社
に
奉
納
し
、
村

内
安
全
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
き
ま
し

た
が
、
明
治
初
年
ご
ろ
自
然
に
取
り
止
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
53
年
、
氏

子
の
家
内
安
全
や
諸
業
繁
栄
を
祈
願
す
る

た
め
、
初
代
名
誉
町
民
で
も
あ
る
社
本
鋭

郎
さ
ん
が
豊
田
獅
子
囃
子
保
存
会
を
奉
納

さ
れ
、
今
日
ま
で
40
年
間
伝
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
福

玉
譁
会
長
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
獅
子
倉
庫

改
造
と
獅
子
屋
形
改
造
、
獅
子
諸
式
一
切

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

豊
田
獅
子
保
存
会
に

▲豊田獅子囃子保存会

▲改造された獅子屋形

獅
子
神
楽
な
ど
を

奉
納
し
て
五
穀
豊

穣
（
ご
こ
く
ほ
う

じ
ょ
う
）、
家
内
安

全
を
祈
っ
た
。

　

豊
田
獅
子
囃
子
保
存
会
の
獅
子
屋
形
は

祭
礼
時
（
金
助
桜
ま
つ
り
・
例
大
祭
・
大

晦
日
）
に
奉
納
さ
れ
、
大
切
に
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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春
の
企
画
展

端
午
の
節
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